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令
和
４
年
５
月
頃
、
県
内
新
聞
に

「
赤
い
オ
ナ
ガ
ガ
モ
」
と
「
赤
い
ス
ズ
メ
」

が
発
見
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
て
い
る

と
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
赤
い
ス
ズ

メ
２
羽
が
、
４
月
初
め
頃
に
私
の
畜

舎
に
餌
を
つ
い
ば
み
に
や
っ
て
来
た
。

　
色
合
い
は
赤
と
い
う
よ
り
全
体
的

に
赤
茶
色
で
す
。
愛
鳥
家
の
方
に
写

真
を
撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
１
羽
し
か
撮
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
鳥
類
研
究
家
の
方
は
色
素
異
常
で

は
な
い
か
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
し

た
が
、
同
僚
の
も
う
一
人
の
方
は
何

ら
か
の
赤
い
色
素
に
よ
る
着
色
で
は

な
い
か
と
研
究
家
の
中
で
も
二
分
し

決
着
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
色
が

今
後
変
化
す
る
の
か
再
度
撮
影
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
そ
の
撮
影
以
来
見
か
け
て
い

ま
せ
ん
。

　
多
良
間
村
内
で
こ
の
赤
い
ス
ズ
メ

が
元
気
に
飛
び
回
っ
て
い
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員

垣
花 

幸
徳

垣花幸徳議員

�

熊
本
県
荒
尾
市
と
は

　熊
本
県
の
西
北
端
に
位
置
し
、北
は

福
岡
県
大
牟
田
市
、西
は
有
明
海
で
九

州
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
。

　人
口
約
4
万
9
千
人
、議
員
定
数
18

人
、農
産
物
と
し
て
は
梨
や
み
か
ん
の

栽
培
が
盛
ん
で
、近
年
は
オ
リ
ー
ブ
や

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
生
産
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　11
月
21
日（
火
）熊
本
県
荒
尾
市
議
会
か
ら
、会

派
視
察
と
し
て
4
名
の
議
員
が
来
島
し
た
。

　4
名
の
議
員
は
、エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー（
さ
と
う
き

び
）に
つ
い
て
役
場
産
業
経
済
課
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、村
議
会
議
員
と
昼
食
を
と
り
な
が
ら
懇

談
会
を
行
い
、多
良
間
村
、荒
尾
市
お
互
い
の
現

状
や
課
題
を
話
し
合
っ
た
。

　昼
食
後
は
島
内
の
農
業
関
係
箇
所
を
現
場
視

察
し
帰
路
に
つ
い
た
。

議 会 ト ピ ッ ク

熊本県荒尾市議会議
員４名が

エコファーマーについ
て視察

村議会議員との昼食懇談会

エコファーマーの取り組みについて説明

熊本県荒尾市

村議会だより
あ な たと多 良 間 村 議 会 をつ な ぐNo
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多
良
間
村
監
査
委
員
の
意
見
は
次

の
通
り

調
定
に
つ
い
て

　
調
定
は
歳
入
を
徴
収
す
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
調
査
し

て
収
入
金
額
を
決
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
と
も
調
定
手
続
き
に

あ
た
っ
て
は
規
則
の
定
め
に
沿
っ

て
時
期
を
失
わ
な
い
よ
う
に
適
切

な
事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
年
度
末
の
出
納
整
理
期
間
中
の

歳
入
歳
出
は
一
般
会
計
に
お
い
て
、

歳
入
５
６
４
，３
６
０
千
円
、
歳
出

５
４
９
，８
７
６
千
円
、
特
別
会
計

に
お
い
て
は
歳
入
３
５
，９
７
９
千

円
、
歳
出
７
８
，１
４
３
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
大
部
分
が
国
、
県
か

ら
の
交
付
金
等
の
確
定
通
知
の
遅

れ
に
よ
る
も
の
と
思
慮
さ
れ
る
。

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

一
般
会
計
は
５
９
，１
３
４
千
円
で

前
年
度
に
比
べ
５
，７
３
２
千
円
増

特
別
会
計
は
１
０
，５
２
７
千
円
で

前
年
度
に
比
べ
８
０
０
千
円
減

　
収
入
未
済
額
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
関
係
部
署
で
法
的
処
置
な
ど

各
種
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
徴

収
業
務
の
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
納
税
者

の
負
担
の
公
平
と
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
、
引
き
続
き
収
入
未
済
額

の
実
態
把
握
に
努
め
催
促
や
分
納

制
度
の
活
用
等
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

た
適
切
な
債
権
管
理
を
行
い
、
収

入
未
済
額
の
解
消
と
新
た
な
発
生

防
止
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
強

化
さ
れ
、
長
期
間
未
済
額
に
動
き

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
対

処
さ
れ
た
い
。

不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

　
不
納
欠
損
処
分
は
滞
納
者
が
死

亡
者
、
行
方
不
明
、
不
在
が
ち
で

面
接
で
き
な
い
者
、
倒
産
、
生
活

困
窮
者
等
の
理
由
が
あ
る
と
し
て

地
方
税
法
第
18
条
（
５
年
時
効
）、

同
法
第
15
条
の
７
第
４
項
（
３
年

時
効
）
及
び
同
法
同
条
第
５
項
（
即

減
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
債

務
者
個
々
の
実
態
把
握
に
努
め
、

不
納
欠
損
処
分
等
関
係
法
令
に
基

づ
く
措
置
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

調
査
し
、
検
討
し
、
債
権
の
適
切

な
管
理
及
び
処
分
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
。
ま
た
、
時
勢
事
情
の
厳

し
い
折
、
税
収
等
の
自
己
財
源
の

収
納
に
は
鋭
意
総
力
を
結
集
し
て

不
能
欠
損
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

令和３年度一般会計・特別会計決算収支状況表� （単位：千円）

区分 歳入 ① 歳出 ② 形式収支 
③＝① - ②

翌年度へ 
繰り越すべき

財源 ④
実質収支 ⑤ 単年度収支

一 般 会 計 4,210,176 3,987,434 222,742 51,871
170,871

△ 50,183
221,054

特 別 会 計 419,499 375,050 44,449 0
44,449

△ 8,994
53,443

内

訳

国民健康
保険事業 162,049 143,256 18,793 0

18,793
△ 3,255

22,048

介護保険 138,093 120,990 17,103 0
17,103

△ 4,130
21,233

後期高齢
者 医 療 10,741 10,337 404 0

404
△ 58

462

簡易水道 108,616 100,467 8,149 0
8,149

△ 1,551
9,700

総 計 4,629,675 4,362,484 267,191 51,871
215,320

△ 59,177
274,497

（注）単年度収支＝当年度の実質収支－前年度の実質収支。実質収支欄の下段は令和２年度の数値を示す。

令和３年度 
一般会計、特別会計歳入歳出決算を認定！

2多良間村議会だより

一般質問

3 多良間村議会だより

農
業
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

　
今
ま
で
の
工
事
発
注
で
工
期
内
完
成
が

見
え
な
い
、
工
期
延
長
で
逃
れ
て
い
る
の

が
目
立
つ
。
事
業
発
注
や
工
期
日
程
に
問

題
は
な
い
か
。

土
木
建
設
課
長

　
令
和
３
年
度
の
繰
越
事
業
で
令
和
４
年

７
月
に
発
注
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に

赤
土
流
出
防
止
申
請
や
、
資
料
の
や
り
と

り
が
あ
り
、
８
月
30
日
に
申
請
許
可
が
下

り
て
い
ま
す
。

　
本
来
な
ら
、
令
和
３
年
繰
越
し
に
関
し

て
も
、
４
月
発
注
を
目
指
し
て
い
ま
し
た

が
、
設
計
等
の
単
価
と
か
物
価
の
高
騰
が

あ
り
、
調
整
で
７
月
の
単
価
を
基
に
設
計

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
早
期
発
注
し
早

期
に
農
家
へ
還
元
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

製
糖
工
場
屋
根
付
き
ヤ
ー
ド
整

備
は

　
雨
天
続
き
の
原
料
不
足
を
補
う
た
め
に

も
、
屋
根
付
き
ヤ
ー
ド
設
置
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
。

産
業
経
済
課
長

　
屋
根
付
き
ヤ
ー
ド
に
関
し
ま
し
て
は
、

予
算
の
限
度
、
あ
る
い
は
、
整
備
に
よ
る

効
果
の
問
題
等
で
見
送
ら
れ
て
い
る
状
況

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
現
在
ヤ
ー
ド
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
稼
働
に
つ
い
て

　
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
不
具
合
で
、
現
在

に
到
る
ま
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
２
年
間
も
修
繕
で
き
な
い
原
因
は

何
か
。

土
木
建
設
課
長

　
た
め
池
を
修
繕
し
な
が
ら
令
和
３
年
度

か
ら
５
年
度
に
、
調
査
、
工
事
ま
で
、
繰

越
事
業
で
進
め
て
い
ま
す
。

要
望

　
５
年
ま
で
の
計
画
で
し
た
ら
、
早
期
に
、

農
家
が
活
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

問答

工
期
内
圃
場
整
備
事
業

は早
期
に
農
家
へ
還
元
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い

森
も り

山
や ま

 実
さ ね

夫
お

　議員

遅れが目立つ農業基盤整備事業

現在のヤード

修繕中のため池を管内視察



多
良
間
村
監
査
委
員
の
意
見
は
次

の
通
り

調
定
に
つ
い
て

　
調
定
は
歳
入
を
徴
収
す
る
場
合

に
お
い
て
、
そ
の
内
容
を
調
査
し

て
収
入
金
額
を
決
定
す
る
も
の
で

あ
り
、
今
後
と
も
調
定
手
続
き
に

あ
た
っ
て
は
規
則
の
定
め
に
沿
っ

て
時
期
を
失
わ
な
い
よ
う
に
適
切

な
事
務
処
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
年
度
末
の
出
納
整
理
期
間
中
の

歳
入
歳
出
は
一
般
会
計
に
お
い
て
、

歳
入
５
６
４
，３
６
０
千
円
、
歳
出

５
４
９
，８
７
６
千
円
、
特
別
会
計

に
お
い
て
は
歳
入
３
５
，９
７
９
千

円
、
歳
出
７
８
，１
４
３
千
円
と
な

っ
て
お
り
、
大
部
分
が
国
、
県
か

ら
の
交
付
金
等
の
確
定
通
知
の
遅

れ
に
よ
る
も
の
と
思
慮
さ
れ
る
。

収
入
未
済
額
に
つ
い
て

一
般
会
計
は
５
９
，１
３
４
千
円
で

前
年
度
に
比
べ
５
，７
３
２
千
円
増

特
別
会
計
は
１
０
，５
２
７
千
円
で

前
年
度
に
比
べ
８
０
０
千
円
減

　
収
入
未
済
額
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
関
係
部
署
で
法
的
処
置
な
ど

各
種
の
努
力
が
必
要
で
あ
る
。
徴

収
業
務
の
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
納
税
者

の
負
担
の
公
平
と
財
源
確
保
の
観

点
か
ら
、
引
き
続
き
収
入
未
済
額

の
実
態
把
握
に
努
め
催
促
や
分
納

制
度
の
活
用
等
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ

た
適
切
な
債
権
管
理
を
行
い
、
収

入
未
済
額
の
解
消
と
新
た
な
発
生

防
止
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
強

化
さ
れ
、
長
期
間
未
済
額
に
動
き

の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
適
宜
対

処
さ
れ
た
い
。

不
納
欠
損
処
分
に
つ
い
て

　
不
納
欠
損
処
分
は
滞
納
者
が
死

亡
者
、
行
方
不
明
、
不
在
が
ち
で

面
接
で
き
な
い
者
、
倒
産
、
生
活

困
窮
者
等
の
理
由
が
あ
る
と
し
て

地
方
税
法
第
18
条
（
５
年
時
効
）、

同
法
第
15
条
の
７
第
４
項
（
３
年

時
効
）
及
び
同
法
同
条
第
５
項
（
即

減
）
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
債

務
者
個
々
の
実
態
把
握
に
努
め
、

不
納
欠
損
処
分
等
関
係
法
令
に
基

づ
く
措
置
に
つ
い
て
は
、
十
分
に

調
査
し
、
検
討
し
、
債
権
の
適
切

な
管
理
及
び
処
分
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
。
ま
た
、
時
勢
事
情
の
厳

し
い
折
、
税
収
等
の
自
己
財
源
の

収
納
に
は
鋭
意
総
力
を
結
集
し
て

不
能
欠
損
が
生
じ
な
い
よ
う
努
め

ら
れ
た
い
。

令和３年度一般会計・特別会計決算収支状況表� （単位：千円）

区分 歳入 ① 歳出 ② 形式収支 
③＝① - ②

翌年度へ 
繰り越すべき

財源 ④
実質収支 ⑤ 単年度収支

一 般 会 計 4,210,176 3,987,434 222,742 51,871
170,871

△ 50,183
221,054

特 別 会 計 419,499 375,050 44,449 0
44,449

△ 8,994
53,443

内

訳

国民健康
保険事業 162,049 143,256 18,793 0

18,793
△ 3,255

22,048

介護保険 138,093 120,990 17,103 0
17,103

△ 4,130
21,233

後期高齢
者 医 療 10,741 10,337 404 0

404
△ 58

462

簡易水道 108,616 100,467 8,149 0
8,149

△ 1,551
9,700

総 計 4,629,675 4,362,484 267,191 51,871
215,320

△ 59,177
274,497

（注）単年度収支＝当年度の実質収支－前年度の実質収支。実質収支欄の下段は令和２年度の数値を示す。

令和３年度 
一般会計、特別会計歳入歳出決算を認定！
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農
業
基
盤
整
備
事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て

　
今
ま
で
の
工
事
発
注
で
工
期
内
完
成
が

見
え
な
い
、
工
期
延
長
で
逃
れ
て
い
る
の

が
目
立
つ
。
事
業
発
注
や
工
期
日
程
に
問

題
は
な
い
か
。

土
木
建
設
課
長

　
令
和
３
年
度
の
繰
越
事
業
で
令
和
４
年

７
月
に
発
注
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
間
に

赤
土
流
出
防
止
申
請
や
、
資
料
の
や
り
と

り
が
あ
り
、
８
月
30
日
に
申
請
許
可
が
下

り
て
い
ま
す
。

　
本
来
な
ら
、
令
和
３
年
繰
越
し
に
関
し

て
も
、
４
月
発
注
を
目
指
し
て
い
ま
し
た

が
、
設
計
等
の
単
価
と
か
物
価
の
高
騰
が

あ
り
、
調
整
で
７
月
の
単
価
を
基
に
設
計

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
早
期
発
注
し
早

期
に
農
家
へ
還
元
で
き
る
よ
う
努
力
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

製
糖
工
場
屋
根
付
き
ヤ
ー
ド
整

備
は

　
雨
天
続
き
の
原
料
不
足
を
補
う
た
め
に

も
、
屋
根
付
き
ヤ
ー
ド
設
置
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
。

産
業
経
済
課
長

　
屋
根
付
き
ヤ
ー
ド
に
関
し
ま
し
て
は
、

予
算
の
限
度
、
あ
る
い
は
、
整
備
に
よ
る

効
果
の
問
題
等
で
見
送
ら
れ
て
い
る
状
況

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
、
現
在
ヤ
ー
ド
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
稼
働
に
つ
い
て

　
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
の
不
具
合
で
、
現
在

に
到
る
ま
で
使
用
で
き
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
２
年
間
も
修
繕
で
き
な
い
原
因
は

何
か
。

土
木
建
設
課
長

　
た
め
池
を
修
繕
し
な
が
ら
令
和
３
年
度

か
ら
５
年
度
に
、
調
査
、
工
事
ま
で
、
繰

越
事
業
で
進
め
て
い
ま
す
。

要
望

　
５
年
ま
で
の
計
画
で
し
た
ら
、
早
期
に
、

農
家
が
活
用
で
き
る
よ
う
な
施
設
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

問答

工
期
内
圃
場
整
備
事
業

は早
期
に
農
家
へ
還
元
で

き
る
よ
う
努
力
し
た
い

森
も り

山
や ま

 実
さ ね

夫
お

　議員

遅れが目立つ農業基盤整備事業

現在のヤード

修繕中のため池を管内視察



一般質問

4多良間村議会だより

災
害
時
や
緊
急
時
、
村
民
へ
の

情
報
提
供
は

　
９
月
に
入
り
２
週
立
て
続
け
に
、
大
き

な
台
風
が
多
良
間
島
近
海
を
通
過
し
て
い

る
。
台
風
12
号
に
関
し
て
は
、
長
時
間
吹

き
荒
れ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
畜
産
農
家
に
お

い
て
は
多
大
な
被
害
が
発
生
。
村
民
全
般

の
生
活
に
お
い
て
は
、
停
電
が
長
時
間

（
24
時
間
前
後
）
に
及
び
、
携
帯
電
話
な

ど
の
通
信
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
方
た
ち

は
、
台
風
情
報
を
知
る
す
べ
も
な
く
、
警

報
解
除
後
も
、
何
の
情
報
も
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
村
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
無

線
、
防
災
行
政
無
線
設
備
は
何
か
所
に
設

置
さ
れ
個
別
受
信
機
は
何
世
帯
が
利
用
し

て
い
る
か
。
今
台
風
で
、
こ
れ
ら
の
設
備

や
機
器
は
利
用
可
能
だ
っ
た
か
。

総
務
財
政
課
長

　
多
良
間
村
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事

業
で
整
備
し
て
あ
り
集
落
内
に
６
か
所
、

島
周
辺
の
港
湾
、
空
港
、
海
浜
公
園
、
水

納
島
の
６
か
所
、
島
の
真
ん
中
に
２
か

所
、
合
計
14
か
所
設
置
。
個
別
受
信
機
は

５
３
４
台
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

台
風
に
よ
る
停
電
の
影
響
で
、
肝
心
な
村

内
向
け
サ
ー
バ
ー
が
正
常
に
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
第
１
の
原
因
は
、

告
知
放
送
、
サ
ー
バ
ー
な
ど
の
設
備
の
電

源
の
瞬
断
を
保
護
す
る
た
め
の
無
停
電
電

源
装
置
（
U
P
S
）
の
バ
ッ
テ
リ
ー
劣
化

が
原
因
だ
と
の
報
告
を
う
け
て
い
ま
す
。

こ
の
件
に
対
す
る
一
次
対
応
に
つ
き
ま
し

て
、
早
急
に
無
停
電
電
源
装
置
、
U
P
S

バ
ッ
テ
リ
ー
、
こ
れ
を
10
月
中
旬
頃
ま
で

に
交
換
す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

　
令
和
４
年
度
多
良
間
村
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
と
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ

た
家
族
、
家
庭
向
け
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
を
言
い
ア
ナ
ロ
グ
回
線
と
の
違
い
は
、

通
信
速
度
が
非
常
に
速
い
。
収
容
局
か
ら

距
離
が
離
れ
て
い
て
も
、
通
信
速
度
に
変

化
が
な
い
。
伝
送
の
途
中
で
の
電
力
の
供

給
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
な
ど
の
利
点

が
あ
る
。
現
在
使
用
中
の
個
別
受
信
機
と

は
違
い
こ
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
に
変
え
た
時
、
停

電
時
に
も
使
用
、
利
用
で
き
る
か
伺
う
。

総
務
財
政
課
長

　
多
良
間
村
と
し
て
も
、
や
は
り
今
回
の

災
害
は
大
き
い
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。
停

電
時
も
利
用
で
き
る
情
報
伝
達
へ
の
取
組

に
つ
い
て
の
ご
質
問
は
村
民
も
、
こ
れ
か

ら
の
停
電
時
に
情
報
が
途
絶
え
る
不
安
な

状
況
で
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
に
よ
り
、
伝
送
路
上

で
電
気
を
使
用
す
る
機
器
が
な
く
な
り
台

風
や
落
雷
に
よ
る
停
電
な
ど
へ
の
対
応
が

強
化
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
放
送
セ
ン

タ
ー
の
設
備
は
こ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
発
電

機
に
よ
る
設
備
の
電
源
の
確
保
、
そ
し
て
、

家
庭
の
告
知
端
末
は
乾
電
池
に
よ
っ
て
電

源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

台
風
時
に
は
、
こ
の
乾
電
池
を
や
っ
ぱ
り

確
認
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
伝
送
路
上
の
機
器
で
、
唯
一
電
源
が
必

要
で
あ
る
Ｖ
Ｏ
Ｎ
U
と
言
う
機
器
。
こ
れ

は
、
家
庭
で
屋
外
ケ
ー
ブ
ル
と
屋
内
ケ
ー

ブ
ル
を
接
続
す
る
部
分
で
す
。
こ
れ
も
、

停
電
時
で
も
、
Ｆ
Ｍ
帯
の
信
号
は
伝
搬
さ

れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
採
用
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
停
電
時
も
、
告
知

放
送
は
受
信
可
能
と
な
り
ま
す
。

要
望

　
宮
古
島
市
に
お
い
て
は
、
２
年
前
ま
で
、

宮
古
テ
レ
ビ
の
回
線
を
利
用
し
て
い
た
が
、

長
時
間
の
停
電
や
、
通
信
回
線
の
断
線
な

ど
に
備
え
て
単
独
防
災
無
線
設
備
を
導
入

し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
光
ケ
ー
ブ
ル
、
家
庭
へ
の
引
込
線
が
断

線
し
た
、
ま
た
は
停
電
が
発
生
し
た
か
ら

使
え
な
い
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大

き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
村
民
に
い
ち

早
く
避
難
情
報
な
ど
を
伝
え
る
今
の
設
備

と
は
別
に
、
単
独
の
防
災
無
線
設
備
の
導

入
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
財
政
課
長

　
宮
古
島
市
で
の
防
災
無
線
に
つ
い
て

は
、
勉
強
不
足
で
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

今
回
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
の
事
業
で
は
、
一
応
つ

な
ぐ
よ
う
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

災
害
時
の
情
報
伝
達
は

答

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
事
業
に
よ

り
大
幅
改
善

安
あ

里
さ と

 三
み

喜
き

男
お

　議員

5 多良間村議会だより

国
営
事
業
の
年
度
計
画
は

　
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
概
要
と
、

年
度
計
画
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
る
。

村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
事
業
着
工
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
の
初
め
に
、

全
体
実
施
設
計
に
つ
い
て
、
１
年
で
は
厳

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
全
体
実
施
設
計
を

３
年
に
ま
た
が
っ
て
行
う
計
画
に
な
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
、
全
体
実
施

設
計
が
行
わ
れ
る
。
令
和
５
年
度
の
全
体

実
施
設
計
に
向
け
て
の
国
の
概
算
要
求
も

盛
り
込
ま
れ
た
。

質
問

　
全
体
的
な
工
事
が
終
わ
る
の
は
、
い
つ

か
。
ま
た
、
工
事
が
進
捗
次
第
、
完
了
地

区
が
あ
れ
ば
そ
の
地
区
は
水
の
供
給
が
で

き
る
よ
う
な
工
法
な
の
か
。

村
長

　
国
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
着
工
か

ら
完
全
に
終
了
す
る
ま
で
は
、
ほ
ぼ
10
年

は
か
か
る
予
定
。

　
た
だ
、
10
年
た
た
な
い
と
使
え
な
い
か

と
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

地
区
に
よ
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
か
ら
、

そ
の
地
区
に
よ
っ
て
徐
々
に
使
え
る
年
度

が
変
わ
っ
て
く
る
。

意
見

　
工
事
完
了
ま
で
10
年
か
か
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
本
村
の
農
業
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
は
高
齢
の
方
が
多
い
。

自
分
は
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
じ
ゃ
な
い

か
寂
し
い
話
も
聞
か
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

工
事
の
進
捗
は
早
め
て
も
ら
う
よ
う
に
後

押
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
早
め
の
供
用
開

始
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

塩
川
高
穴
地
区
の
修
繕
状
況
は

　
塩
川
高
穴
地
区
は
本
村
に
お
け
る
水
あ

り
農
業
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
県
営
事
業

で
整
備
さ
れ
た
が
、
現
在
、
水
が
使
え
な

い
状
況
で
あ
り
、
県
営
で
給
水
に
向
け
て

の
整
備
、
補
修
が
さ
れ
て
い
る
。

　
状
況
の
説
明
を
求
め
る
。

土
木
建
設
課
長

　
こ
の
事
業
は
県
営
事
業
で
、
令
和
３
年

度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
３
年
間
と
な
っ
て

い
る
。

　
水
位
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
、
県
の
事
業
で
漏
水
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
来
年
度
か
ら
は
工
事
を
行
っ
て
取

水
を
進
め
て
い
く
予
定
。

質
問

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
計
画
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
ど
う
い
う
年
度
計
画
か
。

土
木
建
設
課
長

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
今
回

の
事
業
で
は
な
く
、
国
営
事
業
と
一
緒
に

取
り
組
む
。
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
は

た
め
池
の
修
繕
と
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド
の
一
体
型
で
、
そ
こ
ま
で
が
取
り

あ
え
ず
は
３
年
間
の
計
画
。

質
問

　
で
は
、
そ
の
３
つ
の
設
備
を
修
繕
で
き

れ
ば
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
給
水
も
可

能
と
い
う
こ
と
か
。
今
の
点
滴
型
の
ま

ま
か
。

土
木
建
設
課
長

　
５
年
度
ま
で
は
、
た
め
池
の
漏
水
と
ポ

ン
プ
の
修
繕
、
そ
れ
が
直
れ
ば
、
水
が
揚

げ
ら
れ
る
の
で
、
今
ま
で
の
２
型
と
し
て

使
用
。

　
実
施
設
計
が
３
年
ず
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
そ
れ
を
含
め
て
、
１
型
の
ほ

う
は
設
置
す
る
計
画
。

質
問
者

　
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
に
す
る
工
事
は
そ
の

後
だ
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
あ
え
ず
令
和

６
年
度
か
ら
、
給
水
さ
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
て
管
路
が
設
置
さ
れ
る
と
理
解
し
ま

し
た
。

問

塩
川
高
穴
地
区
の
修
繕

状
況
は

答

令
和
６
年
度
か
ら
は
、

給
水
も
可
能

豊
と

見
み

山
や ま

 正
ただし

　議員

修繕が進む塩川高穴ため池



一般質問

4多良間村議会だより

災
害
時
や
緊
急
時
、
村
民
へ
の

情
報
提
供
は

　
９
月
に
入
り
２
週
立
て
続
け
に
、
大
き

な
台
風
が
多
良
間
島
近
海
を
通
過
し
て
い

る
。
台
風
12
号
に
関
し
て
は
、
長
時
間
吹

き
荒
れ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
畜
産
農
家
に
お

い
て
は
多
大
な
被
害
が
発
生
。
村
民
全
般

の
生
活
に
お
い
て
は
、
停
電
が
長
時
間

（
24
時
間
前
後
）
に
及
び
、
携
帯
電
話
な

ど
の
通
信
手
段
を
持
っ
て
い
な
い
方
た
ち

は
、
台
風
情
報
を
知
る
す
べ
も
な
く
、
警

報
解
除
後
も
、
何
の
情
報
も
伝
わ
っ
て
い

な
い
。
村
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
防
災
無

線
、
防
災
行
政
無
線
設
備
は
何
か
所
に
設

置
さ
れ
個
別
受
信
機
は
何
世
帯
が
利
用
し

て
い
る
か
。
今
台
風
で
、
こ
れ
ら
の
設
備

や
機
器
は
利
用
可
能
だ
っ
た
か
。

総
務
財
政
課
長

　
多
良
間
村
防
災
行
政
無
線
施
設
整
備
事

業
で
整
備
し
て
あ
り
集
落
内
に
６
か
所
、

島
周
辺
の
港
湾
、
空
港
、
海
浜
公
園
、
水

納
島
の
６
か
所
、
島
の
真
ん
中
に
２
か

所
、
合
計
14
か
所
設
置
。
個
別
受
信
機
は

５
３
４
台
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

台
風
に
よ
る
停
電
の
影
響
で
、
肝
心
な
村

内
向
け
サ
ー
バ
ー
が
正
常
に
立
ち
上
が
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
第
１
の
原
因
は
、

告
知
放
送
、
サ
ー
バ
ー
な
ど
の
設
備
の
電

源
の
瞬
断
を
保
護
す
る
た
め
の
無
停
電
電

源
装
置
（
U
P
S
）
の
バ
ッ
テ
リ
ー
劣
化

が
原
因
だ
と
の
報
告
を
う
け
て
い
ま
す
。

こ
の
件
に
対
す
る
一
次
対
応
に
つ
き
ま
し

て
、
早
急
に
無
停
電
電
源
装
置
、
U
P
S

バ
ッ
テ
リ
ー
、
こ
れ
を
10
月
中
旬
頃
ま
で

に
交
換
す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

　
令
和
４
年
度
多
良
間
村
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
事

業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
と
は
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
使
っ

た
家
族
、
家
庭
向
け
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
こ

と
を
言
い
ア
ナ
ロ
グ
回
線
と
の
違
い
は
、

通
信
速
度
が
非
常
に
速
い
。
収
容
局
か
ら

距
離
が
離
れ
て
い
て
も
、
通
信
速
度
に
変

化
が
な
い
。
伝
送
の
途
中
で
の
電
力
の
供

給
を
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
な
ど
の
利
点

が
あ
る
。
現
在
使
用
中
の
個
別
受
信
機
と

は
違
い
こ
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
に
変
え
た
時
、
停

電
時
に
も
使
用
、
利
用
で
き
る
か
伺
う
。

総
務
財
政
課
長

　
多
良
間
村
と
し
て
も
、
や
は
り
今
回
の

災
害
は
大
き
い
教
訓
と
な
り
ま
し
た
。
停

電
時
も
利
用
で
き
る
情
報
伝
達
へ
の
取
組

に
つ
い
て
の
ご
質
問
は
村
民
も
、
こ
れ
か

ら
の
停
電
時
に
情
報
が
途
絶
え
る
不
安
な

状
況
で
の
懸
念
が
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
に
よ
り
、
伝
送
路
上

で
電
気
を
使
用
す
る
機
器
が
な
く
な
り
台

風
や
落
雷
に
よ
る
停
電
な
ど
へ
の
対
応
が

強
化
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
放
送
セ
ン

タ
ー
の
設
備
は
こ
の
バ
ッ
テ
リ
ー
と
発
電

機
に
よ
る
設
備
の
電
源
の
確
保
、
そ
し
て
、

家
庭
の
告
知
端
末
は
乾
電
池
に
よ
っ
て
電

源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

台
風
時
に
は
、
こ
の
乾
電
池
を
や
っ
ぱ
り

確
認
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
伝
送
路
上
の
機
器
で
、
唯
一
電
源
が
必

要
で
あ
る
Ｖ
Ｏ
Ｎ
U
と
言
う
機
器
。
こ
れ

は
、
家
庭
で
屋
外
ケ
ー
ブ
ル
と
屋
内
ケ
ー

ブ
ル
を
接
続
す
る
部
分
で
す
。
こ
れ
も
、

停
電
時
で
も
、
Ｆ
Ｍ
帯
の
信
号
は
伝
搬
さ

れ
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
採
用
し

ま
す
。
こ
の
こ
と
で
、
停
電
時
も
、
告
知

放
送
は
受
信
可
能
と
な
り
ま
す
。

要
望

　
宮
古
島
市
に
お
い
て
は
、
２
年
前
ま
で
、

宮
古
テ
レ
ビ
の
回
線
を
利
用
し
て
い
た
が
、

長
時
間
の
停
電
や
、
通
信
回
線
の
断
線
な

ど
に
備
え
て
単
独
防
災
無
線
設
備
を
導
入

し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
光
ケ
ー
ブ
ル
、
家
庭
へ
の
引
込
線
が
断

線
し
た
、
ま
た
は
停
電
が
発
生
し
た
か
ら

使
え
な
い
で
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大

き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
村
民
に
い
ち

早
く
避
難
情
報
な
ど
を
伝
え
る
今
の
設
備

と
は
別
に
、
単
独
の
防
災
無
線
設
備
の
導

入
も
考
え
て
は
ど
う
か
。

総
務
財
政
課
長

　
宮
古
島
市
で
の
防
災
無
線
に
つ
い
て

は
、
勉
強
不
足
で
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

今
回
の
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
の
事
業
で
は
、
一
応
つ

な
ぐ
よ
う
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

問

災
害
時
の
情
報
伝
達
は

答

Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
化
事
業
に
よ

り
大
幅
改
善

安
あ

里
さ と
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国
営
事
業
の
年
度
計
画
は

　
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
の
概
要
と
、

年
度
計
画
に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め
る
。

村
長

　
令
和
６
年
度
か
ら
事
業
着
工
予
定
で
あ

り
ま
し
た
が
、
令
和
４
年
度
の
初
め
に
、

全
体
実
施
設
計
に
つ
い
て
、
１
年
で
は
厳

し
い
と
い
う
こ
と
で
、
全
体
実
施
設
計
を

３
年
に
ま
た
が
っ
て
行
う
計
画
に
な
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
３
年
間
、
全
体
実
施

設
計
が
行
わ
れ
る
。
令
和
５
年
度
の
全
体

実
施
設
計
に
向
け
て
の
国
の
概
算
要
求
も

盛
り
込
ま
れ
た
。

質
問

　
全
体
的
な
工
事
が
終
わ
る
の
は
、
い
つ

か
。
ま
た
、
工
事
が
進
捗
次
第
、
完
了
地

区
が
あ
れ
ば
そ
の
地
区
は
水
の
供
給
が
で

き
る
よ
う
な
工
法
な
の
か
。

村
長

　
国
営
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業
着
工
か

ら
完
全
に
終
了
す
る
ま
で
は
、
ほ
ぼ
10
年

は
か
か
る
予
定
。

　
た
だ
、
10
年
た
た
な
い
と
使
え
な
い
か

と
な
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

地
区
に
よ
っ
て
進
め
て
い
き
ま
す
か
ら
、

そ
の
地
区
に
よ
っ
て
徐
々
に
使
え
る
年
度

が
変
わ
っ
て
く
る
。

意
見

　
工
事
完
了
ま
で
10
年
か
か
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
本
村
の
農
業
に
携

わ
っ
て
い
る
方
々
は
高
齢
の
方
が
多
い
。

自
分
は
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
じ
ゃ
な
い

か
寂
し
い
話
も
聞
か
れ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、

工
事
の
進
捗
は
早
め
て
も
ら
う
よ
う
に
後

押
し
を
し
て
い
た
だ
き
、
早
め
の
供
用
開

始
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

塩
川
高
穴
地
区
の
修
繕
状
況
は

　
塩
川
高
穴
地
区
は
本
村
に
お
け
る
水
あ

り
農
業
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
県
営
事
業

で
整
備
さ
れ
た
が
、
現
在
、
水
が
使
え
な

い
状
況
で
あ
り
、
県
営
で
給
水
に
向
け
て

の
整
備
、
補
修
が
さ
れ
て
い
る
。

　
状
況
の
説
明
を
求
め
る
。

土
木
建
設
課
長

　
こ
の
事
業
は
県
営
事
業
で
、
令
和
３
年

度
か
ら
５
年
度
ま
で
の
３
年
間
と
な
っ
て

い
る
。

　
水
位
が
上
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
、
県
の
事
業
で
漏
水
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
来
年
度
か
ら
は
工
事
を
行
っ
て
取

水
を
進
め
て
い
く
予
定
。

質
問

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
計
画
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
ど
う
い
う
年
度
計
画
か
。

土
木
建
設
課
長

　
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
関
し
て
は
、
今
回

の
事
業
で
は
な
く
、
国
営
事
業
と
一
緒
に

取
り
組
む
。
３
年
度
か
ら
５
年
度
ま
で
は

た
め
池
の
修
繕
と
、
ポ
ン
プ
、
フ
ァ
ー
ム

ポ
ン
ド
の
一
体
型
で
、
そ
こ
ま
で
が
取
り

あ
え
ず
は
３
年
間
の
計
画
。

質
問

　
で
は
、
そ
の
３
つ
の
設
備
を
修
繕
で
き

れ
ば
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
給
水
も
可

能
と
い
う
こ
と
か
。
今
の
点
滴
型
の
ま

ま
か
。

土
木
建
設
課
長

　
５
年
度
ま
で
は
、
た
め
池
の
漏
水
と
ポ

ン
プ
の
修
繕
、
そ
れ
が
直
れ
ば
、
水
が
揚

げ
ら
れ
る
の
で
、
今
ま
で
の
２
型
と
し
て

使
用
。

　
実
施
設
計
が
３
年
ず
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
の
で
、
そ
れ
を
含
め
て
、
１
型
の
ほ

う
は
設
置
す
る
計
画
。

質
問
者

　
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
に
す
る
工
事
は
そ
の

後
だ
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
あ
え
ず
令
和

６
年
度
か
ら
、
給
水
さ
れ
て
、
そ
れ
と
並

行
し
て
管
路
が
設
置
さ
れ
る
と
理
解
し
ま

し
た
。

問

塩
川
高
穴
地
区
の
修
繕

状
況
は

答

令
和
６
年
度
か
ら
は
、

給
水
も
可
能

豊
と

見
み

山
や ま

 正
ただし

　議員

修繕が進む塩川高穴ため池
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取
り
組
み
方
法
と
実
績
は

　
実
証
圃
場
で
高
収
益
作
物
の
栽
培
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
と
実
績

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

産
業
経
済
課
長

　
実
証
栽
培
に
つ
い
て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
ほ
う
は
現
在
農
家
７
名
の
方
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
冬
瓜
の
立
体
栽
培
、
ゴ
ー
ヤ
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
等
を
栽
培
し
て

お
り
ま
す
。
販
路
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
出
荷
、

あ
た
ら
す
市
場
、
島
内
の
ス
ー
パ
ー
、
青

空
市
等
で
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
実
証
圃
場
で
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
と
メ
ロ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
露
地
栽
培
に
つ
い
て
は
、
ニ
ン
ニ
ク
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
実
証
圃
場
で
は
５
ア
ー

ル
ほ
ど
栽
培
し
て
い
る
が
、
村
と
し
て
も
、

あ
た
ら
す
市
場
や
、
沖
縄
本
島
の
黒
ニ
ン

ニ
ク
の
加
工
業
者
と
、
あ
る
い
は
、
沖
縄

共
同
青
果
へ
の
実
証
で
出
荷
を
し
て
い

ま
す
。

質
問

　
高
収
益
作
物
は
水
の
管
理
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
貯
水
タ
ン
ク
、
ハ
ウ
ス
、
ビ
ニ
ー

ル
、
マ
ル
チ
、
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
等
の
資

材
の
助
成
や
、
干
ば
つ
対
策
か
ん
水
タ
ン

ク
整
備
事
業
で
導
入
さ
れ
た
10
ト
ン
タ
ン

ク
の
貸
し
出
し
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

産
業
経
済
課
長

　
高
収
益
作
物
の
支
援
策
と
し
て
、
検
討

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
灌
水
タ
ン
ク
は
多
良
間
村
の
ト

ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
、
３
社
で
管
理
し

て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
バ
ー
タ
ン
ク
と
い
う
少
し
も
ろ

い
、
ま
た
、
地
盤
が
安
定
し
た
と
こ
ろ
で

な
い
と
破
損
し
や
す
い
た
め
、
厳
し
い
と

思
い
ま
す
。

製
糖
工
場
の
煙
突
倒
壊
に
つ
い
て

　
去
っ
た
９
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て

の
台
風
11
号
で
製
糖
工
場
の
煙
突
が
中
央

付
近
の
つ
な
ぎ
目
が
破
損
し
て
折
れ
て
い

ま
す
。
製
糖
開
始
ま
で
、
そ
ん
な
に
日
に

ち
も
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
古
製
糖
か
ら
も
、

報
告
が
さ
れ
て
、
当
局
と
の
復
旧
に
向
け

て
の
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
進
み
具
合
を
伺
う
。

村
長

　
台
風
で
煙
突
が
折
れ
て
、
今
日
現
在
ま

で
宮
糖
か
ら
の
報
告
は
私
に
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
相
談
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
協
議
し
て
い
く
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
と
思
い
ま
す
。

質
問

　
復
旧
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
当
局
は
ど

う
い
う
形
で
進
め
て
い
く
予
定
な
の
か
。

村
長

　
こ
の
煙
突
が
ど
う
し
て
破
損
し
た
の
か
、

折
れ
た
の
か
、
こ
の
原
因
究
明
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
原
因
究
明
も
し

な
が
ら
、
ど
の
方
向
で
や
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

質
問

　
製
糖
開
始
は
、
通
常
、
12
月
か
ら
と
は

思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
日
程
も
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

村
長

　
こ
の
煙
突
を
し
っ
か
り
と
元
ど
お
り
に

す
る
。
あ
る
い
は
、
修
繕
す
る
。
そ
う
い

う
方
向
で
し
な
い
と
、
製
糖
期
が
始
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
製
糖
が
こ
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
状
況
が
い
つ
か
ら
で
き
る

の
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
私

は
報
告
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
辺
の

判
断
は
ま
だ
不
十
分
で
す
。

要
望

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
製
糖

開
始
は
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
早

急
な
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

問

実
証
圃
場
で
高
収
益
作

物
の
取
り
組
み
方
法
は

答

農
家
と
二
つ
の
課
で
取
り

組
ん
で
い
る

垣
か き

花
は な

 幸
ゆ き

徳
の り

　議員
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取
り
組
み
方
法
と
実
績
は

　
実
証
圃
場
で
高
収
益
作
物
の
栽
培
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方
法
と
実
績

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

産
業
経
済
課
長

　
実
証
栽
培
に
つ
い
て
、
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

の
ほ
う
は
現
在
農
家
７
名
の
方
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
冬
瓜
の
立
体
栽
培
、
ゴ
ー
ヤ
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ナ
ス
等
を
栽
培
し
て

お
り
ま
す
。
販
路
に
つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
出
荷
、

あ
た
ら
す
市
場
、
島
内
の
ス
ー
パ
ー
、
青

空
市
等
で
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

　
村
の
実
証
圃
場
で
は
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ

ル
ー
ツ
と
メ
ロ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
露
地
栽
培
に
つ
い
て
は
、
ニ
ン
ニ
ク
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
実
証
圃
場
で
は
５
ア
ー

ル
ほ
ど
栽
培
し
て
い
る
が
、
村
と
し
て
も
、

あ
た
ら
す
市
場
や
、
沖
縄
本
島
の
黒
ニ
ン

ニ
ク
の
加
工
業
者
と
、
あ
る
い
は
、
沖
縄

共
同
青
果
へ
の
実
証
で
出
荷
を
し
て
い

ま
す
。

質
問

　
高
収
益
作
物
は
水
の
管
理
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。
貯
水
タ
ン
ク
、
ハ
ウ
ス
、
ビ
ニ
ー

ル
、
マ
ル
チ
、
か
ん
水
チ
ュ
ー
ブ
等
の
資

材
の
助
成
や
、
干
ば
つ
対
策
か
ん
水
タ
ン

ク
整
備
事
業
で
導
入
さ
れ
た
10
ト
ン
タ
ン

ク
の
貸
し
出
し
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

産
業
経
済
課
長

　
高
収
益
作
物
の
支
援
策
と
し
て
、
検
討

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
灌
水
タ
ン
ク
は
多
良
間
村
の
ト

ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
、
３
社
で
管
理
し

て
い
ま
す
。

　
フ
ァ
イ
バ
ー
タ
ン
ク
と
い
う
少
し
も
ろ

い
、
ま
た
、
地
盤
が
安
定
し
た
と
こ
ろ
で

な
い
と
破
損
し
や
す
い
た
め
、
厳
し
い
と

思
い
ま
す
。

製
糖
工
場
の
煙
突
倒
壊
に
つ
い
て

　
去
っ
た
９
月
３
日
か
ら
４
日
に
か
け
て

の
台
風
11
号
で
製
糖
工
場
の
煙
突
が
中
央

付
近
の
つ
な
ぎ
目
が
破
損
し
て
折
れ
て
い

ま
す
。
製
糖
開
始
ま
で
、
そ
ん
な
に
日
に

ち
も
あ
り
ま
せ
ん
。
宮
古
製
糖
か
ら
も
、

報
告
が
さ
れ
て
、
当
局
と
の
復
旧
に
向
け

て
の
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
進
み
具
合
を
伺
う
。

村
長

　
台
風
で
煙
突
が
折
れ
て
、
今
日
現
在
ま

で
宮
糖
か
ら
の
報
告
は
私
に
は
一
切
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
相
談
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
う
い
う
こ
と
で
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
ど

の
よ
う
に
協
議
し
て
い
く
か
と
い
う
と
こ

ろ
か
と
思
い
ま
す
。

質
問

　
復
旧
へ
の
対
策
と
し
て
は
、
当
局
は
ど

う
い
う
形
で
進
め
て
い
く
予
定
な
の
か
。

村
長

　
こ
の
煙
突
が
ど
う
し
て
破
損
し
た
の
か
、

折
れ
た
の
か
、
こ
の
原
因
究
明
も
必
要
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
の
原
因
究
明
も
し

な
が
ら
、
ど
の
方
向
で
や
っ
て
い
く
か
と

い
う
こ
と
が
大
事
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
こ
れ
か
ら
で
す
。

質
問

　
製
糖
開
始
は
、
通
常
、
12
月
か
ら
と
は

思
う
ん
で
す
が
、
そ
の
日
程
も
危
ぶ
ま
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

村
長

　
こ
の
煙
突
を
し
っ
か
り
と
元
ど
お
り
に

す
る
。
あ
る
い
は
、
修
繕
す
る
。
そ
う
い

う
方
向
で
し
な
い
と
、
製
糖
期
が
始
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
製
糖
が
こ
の

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
状
況
が
い
つ
か
ら
で
き
る

の
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
、
私

は
報
告
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
辺
の

判
断
は
ま
だ
不
十
分
で
す
。

要
望

　
基
幹
作
物
で
あ
る
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
製
糖

開
始
は
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
早

急
な
対
策
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

問

実
証
圃
場
で
高
収
益
作

物
の
取
り
組
み
方
法
は

答

農
家
と
二
つ
の
課
で
取
り

組
ん
で
い
る

垣
か き

花
は な

 幸
ゆ き

徳
の り

　議員
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物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　
マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
も
連
日
伝
え
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
令
和
2
年
頃
か
ら
の
コ
ロ

ナ
感
染
症
流
行
拡
大
や
、
新
興
国
で
の
需

要
の
増
加
に
よ
る
食
料
原
材
料
の
値
上
が

り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
伴
う
資
源
価
格

の
高
騰
、
為
替
の
急
激
な
円
安
等
、
今
後
、

我
々
の
生
活
に
未
曾
有
の
経
済
危
機
が
訪

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
非
常
に
危
惧
し
て

お
り
ま
す
。

　
肥
料
・
飼
料
・
燃
料
そ
れ
ぞ
れ
の
高
騰

に
対
す
る
、
多
良
間
村
の
対
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
国
や
県
が
動
く
の
を
待
つ
の

で
は
な
く
て
、
村
で
で
き
る
こ
と
を
ぜ
ひ

村
長
や
副
村
長
、
課
長
の
皆
さ
ん
、
話
し

合
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
伺
う
。

産
業
経
済
課
長

　
肥
料
価
格
高
騰
対
策
に
つ
い
て
は
、

去
っ
た
８
月
に
国
・
県
と
Ｊ
Ａ
、
そ
し
て
、

各
種
団
体
と
全
国
規
模
で
ウ
ェ
ブ
の
ほ
う

で
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
肥
料
対
策
コ
ー
ス
で

は
、
２
億
円
ほ
ど
の
対
策
金
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。
10
月
ま
で
の
も
の
は
価
格
据
置
き

と
い
う
こ
と
で
、
今
期
は
10
月
ま
で
の
肥

料
に
つ
い
て
は
、
据
置
き
で
販
売
し
て
い

ま
す
。
11
月
か
ら
に
つ
い
て
は
、
国
の
肥

料
対
策
の
高
騰
事
業
、
そ
し
て
、
県
の
補

助
事
業
、
村
で
も
対
策
を
講
じ
、
今
の
予

算
の
ほ
う
で
コ
ロ
ナ
対
策
交
付
金
の
ほ
う

で
今
、
概
算
見
積
り
で
、
約
１
、３
０
０

円
ぐ
ら
い
の
高
騰
で
、
約
５
、０
０
０
袋

分
の
購
入
と
い
う
形
で
予
算
計
上
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
飼
料
価
格
の
高
騰
に
対
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
で
す
が
、
県
の
ほ
う
に
も
、
緊
急

対
策
を
支
援
し
て
ほ
し
い
と
い
う
形
で
要

請
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
飼
料
も
肥
料
も
、
宮
古
島
市
も
補
助
金

の
中
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
出
遅
れ
て
肥
料
も
補
助
が
あ
っ
た

り
と
か
、
国
の
補
助
金
が
プ
ラ
ス
し
て
農

家
に
補
助
さ
れ
る
と
い
う
可
能
性
も
出
て

く
る
、
こ
れ
は
慎
重
に
、
肥
料
に
対
し
て

は
、
輸
送
費
に
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
、

基
金
の
上
乗
せ
分
に
す
る
の
か
、
こ
れ
は
、

非
常
に
国
の
対
策
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
ど

の
対
策
が
必
要
な
の
か
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
は
村
長
や
副
村
長
と
話
す
必
要
も
あ

り
ま
す
。

　
燃
料
価
格
の
高
騰
に
対
す
る
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
国
は
、
９
月
20
日
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
中
で
、
電
力
、
ガ
ス
、
食

料
品
等
価
格
高
騰
重
点
支
援
地
方
交
付
金

を
創
設
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
原
料
価
格
、

物
価
高
騰
対
応
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
ま
し
て
、

各
自
治
体
の
判
断
に
よ
っ
て
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
必
要
な
取
組
を
行
っ
て
よ
い
と

し
て
お
り
ま
す
。

生
活
総
合
対
策
に
つ
い
て

　
生
活
困
窮
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
村
長

に
伺
い
ま
す
。

村
長

　
生
活
総
合
対
策
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
れ
は
生
活
全
般
、
あ
る
い
は
、

村
民
全
員
と
い
う
形
に
な
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
。
全
村
民
に
こ
の
物
価
高
騰
が
打
撃

を
受
け
て
い
る
、
こ
の
場
合
に
、
果
た
し

て
国
か
ら
だ
け
の
支
援
に
頼
れ
る
の
か
、

そ
れ
で
十
分
な
の
か
と
い
う
疑
問
を
持
っ

た
り
い
た
し
ま
す
。
多
良
間
村
は
離
島
の

中
の
離
島
と
い
う
こ
と
で
、
孫
離
島
で
あ

り
ま
す
か
ら
、
都
市
地
区
に
比
べ
て
も
、

も
っ
と
負
担
が
か
か
る
だ
ろ
う
と
い
う
思

い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
、
村
独
自

の
支
援
策
と
い
う
の
も
、
大
事
か
と
い
う

思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

で
は
ど
う
い
う
よ
う
な
形
の
ほ
う
が
全
村

民
に
行
き
届
く
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

行
き
届
く
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
検
討

し
な
が
ら
、
進
め
な
い
と
い
け
な
い
だ
ろ

う
と
い
う
思
い
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

問

物
価
高
騰
対
策
は

答

国
の
対
策
を
踏
ま
え
な

が
ら
取
り
組
ん
で
い
く

豊
と

見
み

城
し ろ

 玄
げ ん

弘
こ う

　議員
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多
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村

編
集
後
記

　
令
和
４
年
５
月
頃
、
県
内
新
聞
に

「
赤
い
オ
ナ
ガ
ガ
モ
」
と
「
赤
い
ス
ズ
メ
」

が
発
見
さ
れ
、
話
題
に
な
っ
て
い
る

と
書
か
れ
て
い
た
。
そ
の
赤
い
ス
ズ

メ
２
羽
が
、
４
月
初
め
頃
に
私
の
畜

舎
に
餌
を
つ
い
ば
み
に
や
っ
て
来
た
。

　
色
合
い
は
赤
と
い
う
よ
り
全
体
的

に
赤
茶
色
で
す
。
愛
鳥
家
の
方
に
写

真
を
撮
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
１
羽
し
か
撮
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
鳥
類
研
究
家
の
方
は
色
素
異
常
で

は
な
い
か
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
し

た
が
、
同
僚
の
も
う
一
人
の
方
は
何

ら
か
の
赤
い
色
素
に
よ
る
着
色
で
は

な
い
か
と
研
究
家
の
中
で
も
二
分
し

決
着
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
色
が

今
後
変
化
す
る
の
か
再
度
撮
影
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
そ
の
撮
影
以
来
見
か
け
て
い

ま
せ
ん
。

　
多
良
間
村
内
で
こ
の
赤
い
ス
ズ
メ

が
元
気
に
飛
び
回
っ
て
い
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員

垣
花 

幸
徳

垣花幸徳議員

�

熊
本
県
荒
尾
市
と
は

　熊
本
県
の
西
北
端
に
位
置
し
、北
は

福
岡
県
大
牟
田
市
、西
は
有
明
海
で
九

州
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
す
る
。

　人
口
約
4
万
9
千
人
、議
員
定
数
18

人
、農
産
物
と
し
て
は
梨
や
み
か
ん
の

栽
培
が
盛
ん
で
、近
年
は
オ
リ
ー
ブ
や

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
生
産
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

　11
月
21
日（
火
）熊
本
県
荒
尾
市
議
会
か
ら
、会

派
視
察
と
し
て
4
名
の
議
員
が
来
島
し
た
。

　4
名
の
議
員
は
、エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー（
さ
と
う
き

び
）に
つ
い
て
役
場
産
業
経
済
課
か
ら
説
明
を
受

け
た
後
、村
議
会
議
員
と
昼
食
を
と
り
な
が
ら
懇

談
会
を
行
い
、多
良
間
村
、荒
尾
市
お
互
い
の
現

状
や
課
題
を
話
し
合
っ
た
。

　昼
食
後
は
島
内
の
農
業
関
係
箇
所
を
現
場
視

察
し
帰
路
に
つ
い
た
。

議 会 ト ピ ッ ク

熊本県荒尾市議会議
員４名が

エコファーマーについ
て視察

村議会議員との昼食懇談会

エコファーマーの取り組みについて説明

熊本県荒尾市

村議会だより
あ な たと多 良 間 村 議 会 をつ な ぐNo

.59

20
22
年9
月定
例会

2022年
9月

　
N
o.59

発
行

／
多

良
間

村
議

会
　

編
集

／
議

会
広

報
調

査
特

別
委

員
会

〒
906

-0602 沖
縄

県
宮

古
郡

多
良

間
村

字
仲

筋
99

-2  ☎
0980

-79
-2014

印
刷

／
光

文
堂

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ズ

株
式

会
社

  ☎
098

-889
-1131

９月定例会
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